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研究成果の概要（和文）：当院で施行した前向きコホート研究では、上部消化管悪性腫瘍手術後1か月の患者の
平均摂取カロリーは1200kcal/日で、45%の患者においてはわずか1000kcal/日未満の摂取にとどまっていた。そ
れに伴い、体重は術後1か月間で平均8.3％減少し、骨格筋量も8.5%減少していた。
2020年より根治手術を予定する食道癌患者を対象に、術後の骨格筋量減少の抑制に対する周術期の栄養運動療法
の安全性と有効性を評価するために、「食道癌根治手術患者における骨格筋量減少予防を目的とした栄養運動療
法の前向き介入試験」を開始し症例集積中である。

研究成果の概要（英文）：Our data of prospective cohort study showed mean oral intake 1 month after 
upper gastrointestinal surgery was 1200kcal/day and 45% of patients had less than 1000kcal/day. 
Consequently, mean body weight loss at 1 month after surgery was 8.3% and they also lost 8.5% of 
their skeletal muscle mass.
“Perioperative nutrition support and exercise for preventing skeletal muscle loss in patients with 
esophageal cancer undergoing esophagectomy; a prospective study.” Was commenced in 2020 and it is 
still ongoing.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
食道癌や胃癌に対する標準治療は、リンパ節郭清を伴う外科的切除であるが、切除に伴う上部消化管の喪失は、
術後の経口摂取量の低下が必発で、患者は体重減少のみならずADL・QOLの悪化に悩まされることが多い。
本研究にて、上部消化管悪性腫瘍手術後の、具体的な摂取カロリーや体組成の変化が明らかとなった。この知見
に基づき、術後の骨格筋量減少の抑制を目指した周術期の栄養運動療法による前向き介入研究を実施中である。
本研究は、上部消化管悪性腫瘍手術後患者に対する、今後の周術期管理体制の構築に向けた新たなエビデンスと
なるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

サルコペニアは骨格筋の減少状態と定義され、Fried らが提唱したフレイルティサイクル(虚弱

サイクル)の重要な要素として知られている(Clin Geriatr Med. 2011 Feb; 27(1): 1–15)。サルコ

ペニアの進行は活動量、消費エネルギーの低下へと次々に連鎖し、フレイルを更に進行させる(J 

Gerontol A Biol Sci Med Sci. 2008 Sep;63(9):984-90)。 

上部消化管悪性腫瘍、すなわち食道癌や胃癌に対する治療は、内視鏡治療が可能な早期癌を除け

ば、リンパ節郭清を伴う外科的切除が標準治療であり、悪性腫瘍手術の中で最も多い術式の一つ

である。しかし、切除に伴う上部消化管の喪失は、術後の経口摂取量の低下が必発であり、患者

は体重減少のみならず ADL・QOLの悪化に悩まされることが多く、いわば医原性のサルコペニ

アとなる。 

 

２．研究の目的 

 

(1) 食道癌手術患者の、骨格筋量を中心とした体組成の変化を明らかにする。 

(2) サルコペニアを有する上部消化管癌患者に術前から術後にかけて治療介入することにより

骨格筋の減少を抑制し、フレイルティサイクルの進行を予防することで、術後患者の ADL や

QOL の向上に寄与することを目標とする。 

 

３． 研究の方法 

 

(1) 食道癌に対して胸腔鏡下食道切除術が予定された患者さんを前向きに登録し、術前および

術後 2 か月、6 か月、12 か月、24 か月の体組成を評価し、術前のサルコペニアと術後合併

症の関連、および術後の体組成の変化を評価した。 

(2) 食道癌根治手術患者における骨格筋量減少予防を目的とした栄養運動療法の前向き介入試

験（UMIN000042743）を開始した。 

主要評価項目：登録時から術後 4週目までの大腿部 CT における骨格筋量変化率 

副次評価項目： 

① 登録時から術後 4週目までの腹部 CTにおける骨格筋量変化率 

② 登録時から術直前までと登録時から術後 24、48 週目までの腹部・大腿部 CT の骨格筋量

変化率 

③ 術後合併症 

④ 身体機能、栄養指標、運動量、ADL、QOL、倦怠感、介入実施継続、有害事象 

⑤ 経管栄養チューブ閉塞などチューブ関連合併症 

 

４．研究成果 

 

(1) 71 名の食道癌患者において 29 名（40.8%）が術前よりサルコペニアと診断された。術前の

サルコペニアは、術後総合併症（79.3% vs 52.4%、p=0.026）、消化器関連合併症（37.9% vs 

11.9%、p=0.019）が有意に多く、術後在院日数も有意に長かった（31 日 vs 23 日、p=0.005）。 



 

図 対象患者内訳 

 

 

図 術後体組成の変化 

A. 骨格筋指数、B. 体重、C. 体脂肪 

 

 

 

(2) 2020 年 12 月より試験を開始し、現在京都大学医学部附属病院および大阪赤十字病院の 2医

療機関にて実施中である。コロナ禍による手術件数減少があったが、2022 年 5 月現在で 26

名の患者登録を行っており、35名の患者登録を予定している。 
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